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大質量星のほとんどは巨大分子雲 (105 M⊙以上)の中で形成されると考えられている。しかし、大小マゼラン
雲において、Spitzer,Herschelの観測により、巨大分子雲から離れている孤立した大質量原始星が多く存在する
ことが報告されているが、その母体となる分子雲の情報は得られていなかった。我々は、大マゼラン雲において、
「なんてん」で検出された分子雲から 200 pc以上離れているという条件の下で、Mopra, ALMA望遠鏡を用いて
質量∼10 M⊙の原始星方向を高分解能観測 (∼0.4 pc)を行い、質量数百から数千M⊙、大きさ数 pcのコンパクト
な分子雲を検出し、LVG計算により付随する分子ガスの物理状態を求めた (原田ほか 2017年春季年会)。
孤立原始星に付随する分子ガスのサイズ–線幅関係や CO光度–ビリアル質量関係は、大マゼラン雲の一般的

な巨大分子雲で見られる関係と大きくは変わらず、分子雲の性質としては類似している。また、中性炭素原子
[C i](1–0)による観測では、典型的な柱密度の比N(C i)/N(CO)∼ 0.3であり、銀河系内で見られる分子雲クラン
プの値 (∼0.1, e.g., Ikeda et al. 2002, Kamegai et al. 2003)と比べて高い傾向にある。13”の分解能 (∼3 pc)で見
ると細かな違いはあるものの、[C i]と COの強度分布に大きな違いは見られず、[C i]で見てもコンパクトなクラ
ウドの中で大質量星が形成されていることがわかる。


